
多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す
るクイズを合計50問出題させていただきます。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

昭和44年、多賀中学校に統合された分校は？　次の3つからお選びください。

1．脇ヶ畑分校　　　2．芹谷分校　　　　3．萱原分校

昭和45年、町内を通る県道が国道○○○号、国道307号に昇格し開通しました。

○○○に入る数字をお答えください。

1．国道8号 2．国道306号　　　3.国道123号

昭和46年、多賀工業団地（敏満寺、尼子、猿木）に立地が決定した企業は？

○○○○○○ 滋賀工場

昭和47年、多賀町と三重県を結んでいる国道306号線で貫通したトンネルの名前は？
次の3つからお選びください。

1．鞍掛トンネル　　　2．佐目トンネル　　3．関門トンネル

先月号の答えは下記の通りです。

Q11…2．多賀町観光協会、Q12…1．多賀町、Q13…3．タ、Q14…3．多賀町有線放送農業協同組合

Q18

Q17

Q16

Q15

5050505050505050505050505050505050

編／集／後／記

「光陰矢のごとし…」「時は金なり」など、時を大切
にせよという言葉があります。ほかにもたくさんある
ことでしょう。先日出会ったある本にも次のようなこ
とが書かれていましたs過ぎ去った過去を思い、悔や
んでも時間は戻ってはきません。また未来のことをあ
れこれ考えても仕方ありません。天災や人災にいつ襲
われるかわからない世の中ですからs今という一瞬、
今日という一日を大切にして、精一杯生きることが大
切です。前を向いて「今」を輝かせたいものです。
kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは7月28日（木）です。正解者の中から抽選
で10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品の
発送をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年5月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,618世帯（－2）

人　口
8,422人
（－20人）

男　性 4,010人（－7）

女　性 4,412人（－13）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定
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高取山のササユリ■今年も高取ふれあいまつりが行われ
た6月中旬、高取山ふれあい公園内にササユリが咲き誇
りました。淡くきれいなピンクの花びらのササユリには、
「可憐な」という形容詞がぴったり似合うのではないで
しょうかs昭和48年に町の木「スギ」、町の鳥「ウグイ
ス」とともに町の花として指定されました。毎年6月に
は、役場庁舎の玄関で鉢植えのササユリが来庁者を出迎
えています。 7

2
0
0
5
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多賀町多賀町 
町制町制5050周年周年 

多賀町 
町制50周年 

山蒼く山蒼く 水清く水清く 
心豊かな多賀のまち心豊かな多賀のまち 
山蒼く 水清く 
心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/関連記事s2～3ページ

たかとりふれあいまつりが開催されました
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6
月
12
日
、
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
で
「
第
10
回
た

か
と
り
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催

予
定
日
の
11
日
が
雨
天
と
な
り
、
12
日
に
延
期
さ
れ
ま

し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
1
0
0
0
人

を
超
え
る
人
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ノ
ラ
マ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
ア
ウ

ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
」
に
は
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
も
加
わ

り
、
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

木
工
教
室
や
押
花
教
室
が
開
催
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
作
品
つ
く
り
に
熱
中
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
一
日
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
乳
幼
児
、

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）、
65
〜
69
歳

老
人
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
ひ
と

り
暮
ら
し
寡
婦
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

寡
婦
、
重
度
心
身
障
害
老
人
等
の
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
方
々
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
福
祉
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

現
在
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
福
祉

医
療
費
受
給
券
、
重
度
心
身
障
害
老
人

等
福
祉
助
成
券
は
7
月
31
日
で
有
効
期

限
を
迎
え
ま
す
。（
乳
幼
児
は
除
く
。）

こ
れ
ら
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
更
新
申
請
書
を
7
月
中
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

多
賀
町
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
者
は
下
記
の
方
で
す
。
ま
た
、
乳

幼
児
を
除
い
て
、
助
成
対
象
者
本
人
、

配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
助
成
対
象

者
と
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
昨
年

度
に
福
祉
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ

た
場
合
で
も
、
今
年
度
は
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役

場
環
境
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

8
月
1
日
か
ら

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が

一
部
変
わ
り
ま
す
！

滋
賀
県
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
多
賀
町
に
お
い
て

も
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
点
1

新
た
に
自
己
負
担
金

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
、
自
己
負
担
が
な
か
っ
た
重

度
心
身
障
害
者
（
児
）、
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら
し
寡
婦
、
重

度
心
身
障
害
老
人
等
の
方
に
つ
い
て
、

「
自
己
負
担
金
」
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
助
成
対
象
者
本
人
、
配

偶
者
、
扶
養
義
務
者
が
す
べ
て
町
民
税

非
課
税
の
場
合
に
は
「
自
己
負
担
金
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。

改
正
点
2

精
神
障
害
者
通
院
医

療
費
助
成
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。

今
ま
で
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
1
級
の
方
と
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
2
級
か
つ
身
体
障
害
者
手
帳
3
級

の
方
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
8
月
1
日
か
ら
は
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
〜
2
級
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
精
神
障
害
治

療
の
た
め
の
通
院
の
み
が
対
象
で
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
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2
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3
1
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福祉医療

4広報 たが 7月号

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

再
発
見

先
月
号
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

た
が
　
再
発
見
」。

2
回
目
の
今
回
は
、
胡
宮
神
社
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

胡こ

の

宮み

や

神じ

ん

社じ

ゃ

敏
満
寺
に
あ
る
胡
宮
神
社
は
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

命み
こ
と

、
伊い

邪ざ

那な

美み
の

命み
こ
と

、
事こ

と

勝か
つ

国く
に

勝か
つ

長
狭

な
が
さ
の

命み
こ
と

の
三
神
を
祀ま

つ

っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
は
背
後
に
あ
る
青
龍
山
の
「
磐
座

い
わ
く
ら

」

と
い
う
巨
石
信
仰
を
起
源
と
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
は
多
賀
大
社
の
奥
の
宮
、

ま
た
は
別
宮
と
も
呼
ば
れ
、
あ
つ
い
信

仰
を
集
め
る
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
は
敏
満
寺
の
鎮
護
の
神

と
し
て
栄
え
、
ま
た
授
子
・
授
産
の
神

と
し
て
も
あ
が
め
ら
れ
、
古
く
か
ら
僧

や
歌
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
び
と
が
祈

願
に
訪
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
社
殿
は
戦
国
時
代
、

浅
井
長
政
・
織
田
信
長
の
兵
火
に
よ
っ

て
消
失
し
ま
し
た
が
、
寛
永
15
年
（
1

6
3
8
年
）
徳
川
家
光
に
よ
っ
て
造
営

さ
れ
、
復
興
を
遂
げ
ま
し
た
。
本
社
殿

は
古
代
神
社
形
式
の
典
型
「
三
軒
社
流

造
り
」
と
し
て
、
滋
賀
県
の
指
定
文
化

財
（
昭
和
32
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

磐
座

い

わ

く

ら

原
始
時
代
（
古
代
）
は
山
を
神
と
し
て

あ
が
め
、
山
の
頂
上
か
そ
れ
に
近
い
山
中

で
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
龍
山

の
山
頂
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
磐
座

い
わ
く
ら

は
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
そ
れ
が
人
間

の
文
化
の
進
化
に
伴
い
、
山
麓

さ
ん
ろ
く

に
社
殿

を
造
り
、
そ
こ
に
神
霊
を
ま
つ
る
風
習
が

生
ま
れ
、
山
上
を
奥
宮
と
し
、
ふ
も
と
を

本
社
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大

君
ヶ
畑
の
白
山
神
社
も
御
池
岳
を
神
体

と
し
た
磐
座

い
わ
く
ら

の
例
で
あ
り
、
多
賀
大
社

ゆ
か
り
の
杉
坂
山
と
栗
栖
の
調と

と
の

宮み
や

神
社

も
こ
の
例
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
日
堂

だ

い

に

ち

ど

う

こ
の
建
物
は
相
当
古
く
、
桃
山
時
代

の
多
賀
曼ま

ん

荼だ

羅ら

に
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
尊
で
あ
る
大
日
如
来

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

像
は
、
本

堂
正
面
の
厨
子

ず

し

の
中
に
あ
る
仏
の
胎
内

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
13

㎝
と
小
柄
な
が
ら
、
精
巧
な
造
り
は
ま

さ
に
敏
満
寺
本
尊
た
る
風
格
を
備
え
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
不
動
明
王
、

重
源

ち
ょ
う
げ
ん

座
像
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
僧
形

神
像
、
地じ

蔵ぞ
う

半は
ん

跏か

像ぞ
う

な
ど
が
と
こ
ろ
せ

ま
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

観
音
堂

か

ん

の

ん

ど

う

本
尊
は
床
下
か
ら
突
出
し
て
い
る
自

然
石
に
そ
の
ま
ま
彫
ら
れ
た
聖せ

い

観か
ん

音の
ん

立り
つ

像ぞ
う

で
、
俗
に
石せ

き

像ぞ
う

楊よ
う

枝ぜ

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。由
来
記
に
よ
る
と
、

聖
徳
太
子
が
諸
国
巡
回
の
と
き
、
こ
こ

で
奇
石
を
ご
ら
ん
に
な

り
、
石
像
八
尺
五
寸
の
聖

観
音
を
自
作
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

別
の
文
献
で
は
鎌
倉
時
代

の
優
秀
な
石
仏
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
石せ

き

像ぞ
う

聖せ
い

観か
ん

音の
ん

立り
つ

像ぞ
う

は
、
春
と
秋
に
特
別
公
開

を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
秋
の
特

別
公
開
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

お
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こころのふるさと「たが」再発見

制　　　　度　 対　象　と　な　る　方
所得制限

申請に必要なもの
の有無

乳 幼 児
通院：0歳～4歳未満児

無 健康保険証・印鑑
入院：0歳～未就学児（※保険適用分が対象）

重 度 心 身
（1）身体障害者手帳1～2級の方 健 康 保 険 証・印 鑑

障 害 者 （児）
（2）身体障害者手帳3級かつ知的障害中度の方

有
身体障害者手帳または

（0～64歳）
（3）知的障害が重度（療育手帳A）の方 療 育 手 帳 ま た は
（4）特別児童扶養手当支給対象児童で1級の方 特別児童扶養手当証書

重 度 心 身
（1）老人保健該当者で身体障害者手帳1～2級の方 健康保険証・印鑑

障 害 老 人
（2）身体障害者手帳3級かつ知的障害中度の方 有 老人保健医療受給者証
（3）知的障害が重度（療育手帳A）の方 身体障害者手帳または療育手帳

母 子 家 庭
配偶者のいない女子が18歳未満の児童を現に

有 健 康 保 険 証 ・ 印 鑑
扶養しているときの母と児童

父 子 家 庭
配偶者のいない男子が18歳未満の児童を現に

有 健 康 保 険 証 ・ 印 鑑
扶養しているときの父と児童

ひとり暮らし寡婦
配偶者のいない女子で、かつて配偶者のいない女子
として18歳未満の児童を扶養していたことがあり、 有 健 康 保 険 証 ・ 印 鑑
ひとり暮らしの状態が1年以上継続している65歳未満の方

ひとり暮らし高齢寡婦

配偶者のいない女子で、かつて配偶者のいない女子
として18歳未満の児童を扶養していたことがあり、

有 健 康 保 険 証 ・ 印 鑑
ひとり暮らしの状態が1年以上継続している65歳
から70歳未満の方

65～69歳老人 町民税の課せられている人がいない世帯に属する方 有 健 康 保 険 証 ・ 印 鑑

精 神 障 害 者
精神障害者保健福祉手帳1～2級の方で、精神障害者 健康保険証・印鑑

通院医療費公費負担の適用を受けている方 有
精神障害者保健福祉手帳

（※精神障害治療のための通院のみ対象）
老人保健医療受給者証

通院医療費助成
（老人保健該当の方）

※平成17年1月2日以降に多賀町に転入された方、および町外在住の方の健康保険に加入されている場合その方の課税証明書が必要に
なります。（乳幼児は不要）

改
正

▲胡宮神社の本社殿

t青龍山の磐
いわ

座
くら

t石
せき

像
ぞう

楊
よう

枝
ぜ

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

受給券、助成券の表面下部に自己負担金が「有」と印刷されている方について
は、次の通り自己負担金が必要になります。
●外来：１ヶ月１レセプト

（病院別・診療科別）につき500円
●入院：１日1,000円

（１ヶ月14,000円が限度）
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医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
だ
け
で
診

療
を
受
け
ら
れ
る
国
保
は
、
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
る
大
切
な
制
度
で
す
。
納

め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
と
と
も
に
国
保
の
運
営
を
支
え

る
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
税
は
、
資
格
を
得
た
と
き
か
ら

保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
と
き

か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保

険
税
は
次
の
二
つ
の
方
法
で
計
算
さ
れ

確
定
し
ま
す
。

1．

応お
う

能の
う

割わ
り

・
各
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
課
税
す

る
所
得
割

・
各
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て
課
税
す

る
資
産
割

2．

応
益

お
う
え
き

割わ
り

・
被
保
険
者
一
人
当
た
り
に
課
税
す

る
均
等
割

・
被
保
険
者
一
世
帯
当
た
り
に
課
税

す
る
世
帯
割

低
所
得
者
世
帯
に
対
し
て
は
、
応
益

割
を
軽
減
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。（
※
軽
減
を
受
け
る
に
は
所
得
の

申
告
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は

加
入
者
の
世
帯
主
で
す

世
帯
主
が
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
な
ど
、
国
保
の
加
入
者
で

な
く
て
も
家
族
の
だ
れ
か
が
国
保
に
加

入
し
て
い
れ
ば
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

保
険
税
は
、
私
た
ち
国
保
加
入
者
の

医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源
で
す
。

特
別
の
事
情
も
な
い
の
に
保
険
税
を

滞
納
し
、
未
納
が
多
額
に
な
れ
ば
皆
さ

ん
の
医
療
費
が
賄
え
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

保
険
税
は
滞
納
な
く
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

国
保
の
資
格
取
得
・

喪
失
の
届
出
は
確
実
に

会
社
を
退
職
さ
れ
た
場
合
は
、
被
用

者
保
険
（
健
康
保
険
、
共
済
組
合
、
船

員
保
険
な
ど
）
の
被
保
険
者
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
前
に
勤
め

て
い
た
会
社
の
被
用
者
保
険
に
任
意
継

続
し
て
い
る
方
お
よ
び
、
新
た
に
社
会

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
ら
れ
る
方
以
外

の
人
は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
の
手
続
き

が
遅
れ
ま
す
と
、
被
用
者
保
険
な
ど
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
時
ま
で
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
加
入
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
保
険
税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
ら
な
い
よ

う
に
「
国
保
の
資
格
取
得
・
喪
失
」
の

届
出
は
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
た
日
か

ら
、
14
日
以
内
に
役
場
環
境
生
活
課
窓

口
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

お
中
元
に
は
、
た
ば
こ
を

多
賀
町
内
で
の
た
ば
こ
の
売
上
に
よ

っ
て
、
平
成
16
年
度
で
5，

3
7
7
万

円
の
た
ば
こ
税
が
多
賀
町
に
納
付
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
た
ば
こ
税
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
中
元
の
た
ば
こ
を
買
う
と
き
は
地

元
の
小
売
店
で
買
い
ま
し
よ
う
。

町
税
の
口
座
振
替
手
続
き
は

も
う
お
済
み
で
す
か

多
賀
町
で
は
、
町
税
の
口
座
振
替
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な
く
、

た
い
へ
ん
便
利
な
制
度
で
す
。
振
替
手

続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
振
替
手
続
き
が
お
済
み
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
納
期
前
に
は
通
帳
の
残

高
確
認
を
お
忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
町
税

固
定
資
産
税
　
第
2
期

国
民
健
康
保
険
税
　
第
3
期

納

期

限
　
8
月
1
日

お
問
い
合
わ
せ

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

●
税
に
つ
い
て

役
場
税
務
課

㈲
2-

2
0
4
1

（電）
8-

8
1
1
3

メ
ー
ル
　ze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

湖
国
ベ
ス
ト
サ
イ
ク
リ
ス
ト
運
動

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。
車
道
を

走
る
と
き
は
、
道
路
の
左
端
を
通
行
し

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
、
環
境
、
観
光
、
健
康
の

3
K
に
有
効
な
交
通
手
段
で
す
が
、
自

転
車
の
交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
今
後
、
自
転
車
需
用
の
増
加
に
伴

い
、
交
通
事
故
の
更
な
る
増
加
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
度
、
滋
賀
県

で
は
「
安
全
・
快
適
・
便
利
に
自
転
車

を
利
用
で
き
る
県
」
に
し
よ
う
と
「
湖

国
ベ
ス
ト
サ
イ
ク
リ
ス
ト
運
動
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

県
下
一
斉
行
動
日
の
5
月
25
日
は
、

県
内
各
地
で
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る

街
頭
指
導
・
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
賀
町
で
も
、
多
賀
大
社
前
駅
に
お

い
て
啓
発
物
品
の
配
布
や
、
反
射
材
取

り
付
け
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税・ベストサイクリスト運動
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台
風
に
対
す
る
備
え

毎
年
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
大

雨
や
暴
風
が
全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
昨
年
は
日
本
列
島

に
10
コ
の
台
風
が
上
陸
し
、
上
陸
数
が

も
っ
と
も
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
台
風
に
つ
い
て
少
し
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

熱
帯
や
亜
熱
帯
の
海
上
で
発
生
し
た

低
気
圧
の
こ
と
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
と

呼
び
ま
す
。
こ
の
う
ち
北
西
太
平
洋
上

で
発
達
し
て
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速

が
毎
秒
17
・
2
m
（
風
力
8
）
以
上
に

な
っ
た
も
の
を
「
台
風
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

台
風
は
暴
風
と
と
も
に
大
雨
を
伴

い
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
広
い
範
囲
に

雨
を
降
ら
せ
ま
す
。

ま
た
、
台
風
の
風
は
地
形
の
影
響
を

大
き
く
受
け
、
谷
筋
、
山
の
尾
根
な
ど

で
は
風
が
強
く
吹
き
ま
す
。
道
路
上
で

は
、
橋
の
上
や
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
で
強

風
に
あ
お
ら
れ
る
な
ど
、
局
所

的
に
風
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

今
ま
で
吹
い
て
い
た
強
い
風

が
急
に
弱
ま
っ
て
も
、
1
〜
2

時
間
後
に
は
吹
き
返
し
の
強
風

が
吹
く
こ
と
も
あ
り
、
風
が
弱

ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
屋
根
の

上
に
あ
が
っ
た
り
す

る
の
は
危
険
で
す
。

ま
た
、
強
風
に
よ

る
飛
来
物
を
頭
に
受

け
て
死
亡
す
る
事
故

も
多
い
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
台
風
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
備
え
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

①
避
難
に
つ
い
て

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
く
。

②
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
お
く

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
食
料
、
貴
重

品
、
薬
等
。

③
住
ま
い
の
改
修
を
す
る

瓦か
わ
ら

や
屋
根
の
点
検
、
補
強
を
行
い
、

風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定
し

て
お
く
。

以
上
が
台
風
に
対
す
る
備
え
で
す

が
、
各
家
庭
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
台
風
が
近

づ
い
て
き
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
伝
え
ら
れ

る
台
風
情
報
に

注
意
し
、
不
要

な
外
出
は
や
め
、

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

火
遊
び
、
花
火
に
よ
る

火
災
の
防
止

花
火
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
火
を
使
用
す

る
遊
び
で
あ
る
た
め
、
使
用
方
法
を
間

違
う
と
大
き
な
事
故
や
火
災
を
起
こ
す

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
花
火

で
楽
し
く
安
全
に
遊
ぶ
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
を
は
じ
め
る
前
に
は
、
必
ず
説

明
書
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

②
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
終
わ
っ
た
花

火
は
水
に
つ
け
て
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
人
や
燃
え
や
す
い
物
に
花
火
を
向
け

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
風
の
強
い
日
や
空
気
の
乾
燥
し
て
い

る
と
き
は
、花
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
打
ち
上
げ
花
火
や
噴
き
出
し
花
火
は

途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
花
火
を
の

ぞ
き
こ
む
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
せ
ず
、
必
ず

大
人
が
い
っ
し
ょ
に
つ
い
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

以
上
、
こ
れ
ら
の

注
意
を
し
っ
か
り
守

っ
て
、
楽
し
い
花
火

を
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
消
防
署
犬
上
分
署

（電）
3
8-
3
1
3
0

大
滝
小
学
校
・
幼
稚
園

交
通
安
全
教
室
開
催

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

大
滝
小
学
校
、
大
滝
幼
稚
園
で
は
、

信
号
機
の
少
な
い
校
区
で
生
活
し
て
い

る
子
ど
も
が
信
号
機
に
従
っ
た
通
行
に

慣
れ
る
こ
と
や
、
正
し
く
安
全
な
自
転

車
の
乗
り
方
や
歩
行
の
仕
方
を
習
得

し
、
危
険
予
知
の
意
識
を
高
め
、
日
ご

ろ
か
ら
交
通
事
故
防
止
に
心
が
け
る
こ

と
を
ね
ら
い
に
、
彦
根
警
察
署
か
ら
講

師
を
迎
え
、
毎
年
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
5
月
19
日
、
大
滝
小
学
校

運
動
場
に
て
信
号
機
や
踏
切
を
コ
ー
ス

に
設
置
し
、
信
号
に
従
っ
た
歩
行
や
、
自

転
車
乗
用
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
、
信
号
や
踏
切
を
渡
る
機
会
の

少
な
い
児
童
や
園
児
た
ち
は
、
戸
惑
い

な
が
ら
も
熱
心
に
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

消防・交通安全

国民健康保険税は7月に確定
国民健康保険（国保）をささえる保険税

▲駐車車両の横を注意して歩行する園児▲反射材を取り付ける小学生
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児
童
館
子
ど
も
講
座

ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ
・
陶
芸
教
室
・
発
明
ク
ラ
ブ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
興
味
、
関
心
の

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
良
い
機
会
で
す
。
い

ろ
ん
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
を
さ
ら
に
深
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

創
作
教
室

発
明
ク
ラ
ブ
に
先
立
ち
、
4
月
30
日

に
中
央
公
民
館
2
階
大
ホ
ー
ル
で
創
作

教
室
が
開
か
れ
、
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。62
人
も
の
参
加
者
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
色
と
り
ど
り
の
ス
ラ
イ
ム

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
中
学

生
の
参
加
も
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

準
備
や
小
さ
い
子
の
お
世
話
も
し
て
く

れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
の
組
織
と
役
員
名（
敬
称
略
）

名
誉
会
長

夏
原
　
覚

顧
　
　
問

中
川
泰
三
・
松
宮
忠
夫
・
西
沢
昭
治
・
澤
田
藤
司
一

会
　
　
長

土
田
雅
孝

副
会
長

山
本
房
子
・
川
本
　
肇

監
　
　
事

辰
野
　
弘
・
神
細
工
宗
宏

部
会
名
簿
（
◎
…
会
長
○
…
副
会
長
）

総
務
部
会
　
◎
久
保
久
良
・
○
神
細
工
宗
宏
・
大
倉
茂
三
・
土
田

雅
孝
・
山
本
房
子
・
川
本
　
肇
・
池
尻
　
力
・
小
菅
辰
一
・

安
田
良
介
・
清
水
利
治
・
富
田
愛
子
・
藤
内
真
仁

社
会
環
境
部
会
　
◎
池
尻
　
力
・
○
清
水
利
治
・
藤
谷
啓
子
・
北

川
哲
円
・
夏
原
孝
子
・
辰
野
豊
一
・
音
田
直
記
・
龍
見
明

雄
・
那
須
光
夫
・
重
森
　
駿
・
山
本
豪
一
・
富
田
忠
夫

家
庭
環
境
部
会

◎
小
菅
辰
一
・
○
富
田
愛
子
・
菅
森
時
子
・
小

菅
久
子
・
田
中
春
菜
・
石
原
光
雄
・
宇
野
直
美
・
藤
内
敏

伸
・
辰
野
　
弘
・
辻
　
慶
一
・
宮
下
　
治

青
少
年
部
会

◎
安
田
良
介
・
○
藤
内
真
仁
・
矢
守
岩
雄
・
丹
田

克
己
・
土
田
克
美
・
久
保
田
満
良
・
三
木
き
み
江
・
新
谷
純

子
・
安
田
忠
久
・
夏
原
広
和
・
山
本
喜
信
・
上
山
正
一

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

㈲
3-

3
9
6
2

（電）
4
8-

1
8
0
0
メ
ー
ルs

-e
d
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ

5
月
21
日
に
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
13
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
星

空
を
学
び
ま
す
。

発
明
ク
ラ
ブ

紙
コ
ッ
プ
で
万
華
鏡
を
つ
く
り
ま
し

た
。
フ
ィ
ル
ム
に
セ
ロ
テ
ー
プ
を
貼
る
と
、

あ
ら
不
思
議
、
い
ろ
ん
な
色
の
光
が
…
。

陶
芸
教
室

今
年
も
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
し
か
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

『
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
運
動
』
と
と
も
に
、
次
の
事
業
を
重

点
目
標
と
し
て
掲
げ
、
青
少
年
育
成
運

動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

（1）
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
運
動
の
推
進

（2）
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り

の
推
進

（3）
元
気
あ
ふ
れ
る
青
少
年
の
育
成

（4）
青
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り

の
推
進

（5）
万
引
き
等
、
初
発
型
非
行
防
止
の

推
進

5
月
22
日
に
多
賀
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
総
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
活

動
方
針
・
活
動
計
画
、
予
算
、
部
会
役

員
の
議
案
を
審
議
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
多
賀
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
活
動
方
針

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は

『
た
く
ま
し
く
伸
び
よ
う
　
伸
ば
そ
う

多
賀
の
子
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
（社）
青
少

年
育
成
町
民
会
議
で
提
唱
さ
れ
て
い
る

公民館
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多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
交
流
会
開
催
！

6
月
18
日
、
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
入
団
式
お
よ
び
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
団
員
は
３７
人
、
継
続

団
員
は
1
7
0
人
、
ま
た
団
活
動
を

し
て
い
な
い
子
ど
も
が
１７
人
、
総
勢

2
2
4
人
に
よ
り
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
交
流
大
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

の
歓
声
が
梅
雨
の
晴
れ
間
の
青
空
に

響
く
半
日
と
な
り
ま
し
た
。

県
民
体
育
大
会
犬
上
郡
予
選

軟
式
野
球
の
部

優
勝：

多
賀
町

豊
郷
町
１５
―
2
甲
良
町

多
賀
町
6
―
5
豊
郷
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
勝：

豊
郷
町

多
賀
町
１３
―
１１
甲
良
町

豊
郷
町
１２
―
5
多
賀
町

多
賀
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ギ
ネ
ス
」
結
果
報
告

多
賀
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ザ
・
ギ
ネ
ス
」
へ
の
ご
参
加
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
さ
れ
認
定
さ
れ
た
方
々

の
記
録
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
認
定
さ

れ
た
方
は
作
成
す
る
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

中
川
原
…
参
加
人
数
57
人

グ
ル
ー
プ
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ラ
ジ
オ
体
操

犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
…

参
加
人
数
44
人

ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

八
重
練
・
香
寿
会
…
距
離
1
・
5
㎞

時
間
耐
久

八
重
練
・
香
寿
会（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

1
時
間
15
分

久
徳
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

2
時
間
10
分

そ
の
他

南
後
谷
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら

交
わ
し
た
「
お
は
よ
う
」
の
回
数

3，

1
9
2
回

敏
満
寺
・
上
の
神
小
路
…

年
齢
合
計
　
2，

5
0
3
歳

池
尻
宇
範

小
1
…
15
分
間
ボ
ー
ル

壁
当
て
キ
ャ
ッ
チ
91
回

池
尻
成
範

小
4
…
15
分
間
ボ
ー
ル
壁

当
て
キ
ャ
ッ
チ
1
4
5
回

池
尻
幸
範

小
6
…
15
分
間
ボ
ー
ル
壁

当
て
キ
ャ
ッ
チ
1
5
1
回

田
辺
新
貴

小
3
…
腕
立
て
伏
せ

1
0
0
回

スポーツ

多賀町総合型地域スポーツクラブ

第1回 設立準備委員会開催
かねてからお知らせしている多賀町
総合型地域スポーツクラブ設立準備
委員会が6月3日に開催されました。
なぜ、このようなクラブが地域に必
要なのか、また、県下の現況はどのよ
うになっているのかなど、18人の委
員の皆さんが説明を熱心に聞いてい
ただき、議論してくださいました。
多賀町総合型地域スポーツクラブ

は、地域のスポーツ環境を整備し、幅
広い年齢層の皆さんが会員となり気
軽に参加できるクラブになるべきなの
か、あるいは現在ある多賀町のスポー
ツスタイルを整え発展させていくこと
が望ましいか、今後一層の検討をお願
いしたいと考えています。

▲交流会のキックベースボール大会

▲壁あてキャッチをする池尻守範くん

▲南後谷の早朝「おはよう」ウォーキング ▲松宮教育長のあいさつにより、会議がスタート！

▲入団式。新入団員は37人！
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小
さ
な
坂
を
降
り
る
と
す
ぐ
右
に
あ

る
の
が
、私
た
ち
の
大
滝
幼
稚
園
で
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、「
ふ
れ
あ
い
活
動
」

で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

手
伝
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
っ
し

ょ
に
植
え
た
夏
野
菜
の
苗
や
、
赤
ち
ゃ

ん
ひ
ま
わ
り
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
10
月
に
な
っ
た
ら
、
お
い
も
パ
ー

テ
ィ
を
い
っ
し
ょ
に
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

朝
、
幼
稚
園
に
来
る
と
、
自
分
の
持

ち
物
を
片
づ
け
て
、
体
操
や
乾
布
摩
擦

を
し
ま
す
。
そ
し
て
リ
ズ
ム
遊
び
を
し

て
体
を
鍛
え
た
り
、
自
分
の
好
き
な
遊

び
を
見
つ
け
た
り
、
思
い
っ
き
り
遊
び

ま
す
。
砂
場
や
ジ
ュ
ー
ス
屋
さ
ん
ご
っ

こ
が
大
好
き
で
す
。
6
月
か
ら
は
大
滝

小
学
校
や
B
＆
G
で
プ
ー
ル
遊
び
も
い

っ
ぱ
い
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
何
回

も
繰
り
返
し
て
楽
し
ん
で
、
ち
ょ
っ
と

難
し
い
こ
と
も
、
友
達
や
先
生
と
い
っ

し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
少
し
ず
つ
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
後
は
、
心
の
こ
も

っ
た
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
す
。「
つ
く
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
で
苦

手
な
物
も
残
さ
な
い
よ
う
に
少
し
ず
つ

が
ん
ば
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

午
後
は
、
落
ち
着
い
て
取
り
組
む
活

動
を
集
中
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
切
っ
た
り
、
貼
っ
た
り
、
通

し
た
り
、
つ
ま
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

指
先
を
使
う
活
動
を
多
く
し
、
ま
た
、

文
字
や
数
字
を
使
っ
て
楽
し
み
な
が

ら
、
覚
え
た
り
書
い
た
り
す
る
活
動
を

取
り
入
れ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
す
ぐ
隣
に
は
、
小
学
校
が

あ
り
、
先
生
方
と
の
交
流
も
盛
ん
に
取

り
入
れ
、
1
年
生
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
護
者
の
方
々
の
サ
ー
ク

ル〝
お
お
た
き
ッ
ズ
〞で
は
、
月
2
回
の

活
動
で
、
手
話
や
外
国
の
人
と
英
語
を

楽
し
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
体
験
や
い
ろ

い
ろ
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
幼
児
期
を
ゆ
っ
く
り
ひ
と
つ

ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
力
強
く
確
か
な
足
跡
を
、

一
歩
一
歩
残
せ
る
よ
う
に
『
28
の
瞳
』

を
き
ら
き
ら
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
こ
そ
！

一
年
の
中
で
、
子
ど
も
が
家
庭
で
一

番
大
き
く
成
長
す
る
と
き
で
す
。
こ
の

夏
休
み
こ
そ
、
家
庭
の
中
で
十
分
こ
な

せ
る
仕
事
が
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

家
の
仕
事
を
子
ど
も
が
分
担
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
社
会

生
活
を
過
ご
す
上
で
大
切
な
訓
練
の
場

な
の
で
す
。

社
会
生
活
が
で
き
る
基
礎
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
生
活
が
で
き
、
家
庭
で

ど
う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

仕
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
手
伝
い

を
通
し
て
会
話
も
多
く
な
り
、
物
事
を

深
く
観
察
し
、
ま
た
内
容
に
よ
っ
て
は

い
ろ
ん
な
技
術
を
学
び
ま
す
。

こ
の
経
験
を
し
た
か
、
し
な
か
っ
た

か
が
、
子
ど
も
の
将
来
に
大
変
な
違
い

を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
手

伝
い
は
子
ど
も
に
家
族
の
一
員
と
し
て

の
地
位
を
与
え
、
ま
た
、
家
族
の
中
で

互
い
の
存
在
価
値
を
認
め
合
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

小
さ
な
手
伝
い
か
ら
、
学
年
が
進
む

に
し
た
が
っ
て
、
責
任
の
範
囲
も
広
げ

て
い
き
ま
す
。

手
伝
い
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
さ
せ

ら
れ
て
い
る
仕
事
で
は
な
く
、
家
族
の

一
員
と
し
て
自
分
か
ら
進
ん
で
す
る
手

伝
い
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
伝

い
を
さ
せ
る
前
に
、
十
分
話
し
合
い
、

時
に
は
親
が
援
助
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
お
手
伝
い
は
家
庭
に
お
け
る

教
育
な
の
で
す
。
子
ど
も
の
自
立
を
願

っ
て
、
こ
の
夏
休
み
か
ら
で
も
家
庭
の

仕
事
を
分
担
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

ま
た
近
年
、
子
ど
も
を
取
り
ま
く
生

活
環
境
に
お
い
て
、
安
心
で
き
な
い
事

件
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に

な
る
と
気
持
ち
も
開
放
的
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
安
全
で
健
や
か
に
成
長

し
て
く
れ
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
の
事

故
の
未
然
防
止
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
者
・
変
質
者
な
ど
の
情
報
や
子

ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
警
察
ま
た

は
学
校
、
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

す
ぐ
に
連
絡
を

●
多
賀
小
学
校

㈲
2-

2
3
9
4

（電）
4
8-

0
0
0
4

●
大
滝
小
学
校

㈲
5-

5
6
2
6

（電）
4
9-

0
3
1
3

●
多
賀
中
学
校

㈲
2-

2
1
9
1

（電）
4
8-

0
0
0
8

●
教
育
委
員
会

㈲
2-

3
7
4
1

（電）
4
8-

8
1
2
3

●
多
賀
交
番

㈲
3-

3
5
9
1

（電）
4
8-

0
0
4
4

●
大
滝
警
察
官
駐
在
所

㈲
5-

5
6
2
7

（電）
4
9-

0
3
1
4

●
彦
根
警
察
署

（電）
2
7-

0
1
1
0

幼稚園紹介・夏休みに向かって
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

広
・
場
・
の
・
紹
・
介

5
月
は
「
風
で
あ
そ
ぼ
う
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
を
し

ま
し
た
。

♪
や
ね
よ
り
た
か
い
こ
い
の
ぼ
り
〜

と
み
ん
な
で
歌
い
な
が
ら
、
こ
い
の
ぼ

り
を
飛
ば
し
た
り
、
く
る
く
る
、
く
る

く
る
舞
い
な
が
ら
飛
ん
で
い
く
紙
ふ
ぶ

き
で
あ
そ
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

2
歳
児
、
3
歳
児
は
、
親
子
で
風
車
も

つ
く
り
ま
し
た
。
風
車
が
く
る
く
る
回

り
だ
す
と
、
と
て
も
不
思
議
そ
う
に
眺

め
る
子
も
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
あ
そ
び
を
通
し
て
、
子
ど

も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
、
親
同
士
の
ふ

れ
あ
い
も
見
ら
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
。

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
度
、
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル

パ
オ
パ
オ
の
ご
案
内

活
動
日
■
毎
週
木
曜
　
10
時
〜
12
時

7
月
7
日
　
外
あ
そ
び

14
日
　
図
書
館
お
話
し
会

21
日
　
水
あ
そ
び

28
日
　
水
あ
そ
び

8
月
4
日
　
水
あ
そ
び

11
日
　
図
書
館
お
話
し
会

※
水
あ
そ
び
は
、
天
候
や
気
温
に
よ
り

変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
費
■
1
人
1
回
　
50
円

お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

㈲
3-

3
9
6
2

（電）
4
8-

1
8
0
0

「
多
賀
町
親
子
で
い
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

第
3
回
目
と
な
る
「
多
賀
町
親
子
で

い
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
6
月
3
日
、

ふ
れ
あ
い
の
郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
3
歳
6
カ
月
児
歯
科

健
診
で
、
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
28

人
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で
し
た
が
、

当
日
は
5
組
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
さ
ん
と
保
護
者
の
歯
科
健
診

の
あ
と
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
、
正

し
い
歯
の
み
が
き
方
に
つ
い
て
、
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
診
の
結
果
、
多
賀
の
安
田
奈
津
希

ち
ゃ
ん
親
子
が
多
賀
町
の
代
表
に
選
ば

れ
、
6
月
２３
日
に
彦
根
保
健
所
で
開
催
さ

れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

子育て支援

きらきらと輝いています『 』
多賀町立大滝幼稚園

28の瞳 28の瞳 28の瞳 

▲豊かな自然のなかですくすくと

どうしたら回るの？
風車づくりs

▼リズムあそび「グルグルドカン」体操

▲絵本の時間。今日はカレーライスの絵本です

おいしいね！お母さんも一緒にどうぞ
▲おやつタイム

折り紙でつくったこいのぼり　高く飛んだかな
tこいのぼりとばし

s
歯
み
が
き
は
大
好
き
な
安
田
さ
ん
親
子
。
い
つ

ま
で
も
き
れ
い
な
歯
で
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新
緑
の
多
賀
を
楽
し
み
な
が
ら

多
賀
三
社
ま
い
り
に
約
8
5
0
人
が
参
加

5
月
29
日
、
「
歩
い
て
ま
い
ろ
う

多
賀
三
社
ま
い
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
三
社
ま
い
り
は
、
J
R

東
海
と
合
同
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
岐
阜
や
愛
知
な
ど
東
海
方
面
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
の
数
は
8
4
3
人
。

受
付
で
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
か
ら
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
、
絵

馬
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
は
、
多
賀
大

社
前
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、胡
宮
神
社
、

楢
崎
古
墳
、
大
滝
神
社
を
経
て
、
青
龍

山
か
ら
国
道
3
0
7
号
に
出
て
、
多
賀

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
♪

祖
父
母
ふ
れ
あ
い
デ
ー

入
園
式
か
ら
1
カ
月
が
過
ぎ
て
、
新

し
い
ク
ラ
ス
と
環
境
の
た
め
、
疲
労
が

見
え
る
子
ど
も
に
と
っ
て
も
体
を
休
め

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
も
終
わ
っ
た
5
月
17
日
、
多
賀

さ
さ
ゆ
り
保
育
園
で
「
祖
父
母
ふ
れ
あ

い
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
さ
わ
や
か
な
新
緑
の
季

節
ら
し
い
、
気
持
ち
よ
い
天
候
に
恵
ま

れ
、
園
児
た
ち
は
、
や
わ
ら
か
な
太
陽

の
日
ざ
し
の
も
と
、
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
花
の
種
や

野
菜
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
土
を

入
れ
て
く
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、
野
菜

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、

先
生
か
ら
植
え
る
野
菜
の
苗
の
種
類
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
植
え
ま
し

た
。「
い
つ
で
き
る
の
？
」
と
園
児
た

ち
は
も
う
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
鉢
に
あ
さ

が
お
の
種
も
植
え
ま
し
た
。
植
え
た
後

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
つ
く
っ
た
じ
ょ

う
ろ
で
お
水
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

休
憩
の
時
間
に
は
、
園
児
た
ち
か
ら

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
お
茶
と
お
茶
菓
子

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
園
児
た
ち
に
も

お
す
そ
分
け
が
あ
り
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
、

と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
園
児
た
ち
が
リ
ズ
ム
体

操
を
す
る
元
気

な
姿
を
見
学

し
、
祖
父
母
ふ

れ
あ
い
デ
ー
は

終
了
し
ま
し

た
、こ
の
日
は
、

い
つ
も
と
は
ま

た
違
っ
た
、
園

児
た
ち
と
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
が
ふ
れ

あ
う
す
ば
ら
し

い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

大
社
、
絵
馬
通
り
、
そ
し
て
多
賀
大
社

前
駅
へ
戻
る
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
で
、
多
賀
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
コ
ー
ス
途
中
で
は
、
各
神
社
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明

や
、
商
工
会
、
多
賀
郵
便
局
の
皆
さ
ん

に
よ
る
道
案
内
や
、グ
ル
ー
プ
S
K
O
、

多
賀
門
前
町
共
栄
会
が
湯
茶
の
サ
ー
ビ

ス
を
さ
れ
、
参
加
者
の
方
は
た
い
へ
ん

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
絵
馬
通
り
で
お
土
産
を

買
わ
れ
る
方
や
、
駅
前
で
木
曽
き
ま
ぐ

れ
市
の
地
元
野
菜
を
買
わ
れ
る
方
も
お

ら
れ
、
多
賀
大
社
に
、
願
い
こ
と
を
書

い
た
絵
馬
を
奉
納
し
て
帰
ら
れ
る
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
と
な
っ
た
多

賀
大
社
前
駅
で
は
、
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
当
た

り
を
引
か
れ
た
方
に

は
、
多
賀
産
の
お
米
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。本

当
に
天
気
も
よ

く
、
自
然
豊
か
で
歴
史

あ
る
多
賀
で
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
た
く
さ
ん
の

方
が
感
動
さ
れ
て
帰
っ

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
多
賀
の
す
ば
ら
し
さ
に
触

れ
に
、
再
び
来
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
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美
し
い
多
賀
町
を
守
っ
て
い
き
た
い
！

ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
実
施
に
約
5
0
0
人
が
参
加

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
招
い
て

チ
ェ
ン
ソ
ー
・
カ
ー
ビ
ン
グ

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

皆
さ
ん
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
知
っ
て
お
ら
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
だ
け
で
木
を
彫
刻
す
る
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
と
木
が
織
り
な
す
、
大
胆
か
つ
繊
細

な
ア
ー
ト
で
す
。
多
賀
町
に
は
、
高
取

山
ふ
れ
あ
い
公
園
を
活
動
の
場
と
し
、

「
高
取
チ
ェ
ン
ソ
ー
C
L
U
B
」
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

6
月
4
、
5
日
に
、
高
取
チ
ェ
ン
ソ

ー
C
L
U
B
が
主
催
し
、
マ
ス
タ
ー

ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
C
L
U

B
東
栄
（
愛
知
県
東
栄
町
）
の
協
力
を

得
て
、
世
界
選
手
権
永
久
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
界
で

神
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
ル
ー
ス
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
・
カ
ー
ビ
ン
グ
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
は
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か

ら
直
接
、
て
い
ね
い
な
指
導
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
高
取
チ
ェ
ン
ソ

ー
C
L
U
B
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

す
る
や
い
な
や
、
あ
っ
と
い
う
間
に
定

員
に
達
し
ま
し
た
。

4
日
は
「
ふ
く
ろ
う
コ
ー
ス
」、
5

日
は
「
熊
コ
ー
ス
」
が
行
わ
れ
、
昼
食

を
含
め
約
6
時
間
、
参
加
者
の
方
々
は

ブ
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
か
ら
貴
重
な
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
4
日
の
夜
に
は
、

ブ
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
を
囲
ん
で
交
流
会
も

開
催
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
本
当
に
有
意
義
で
貴
重
な
2
日
間
で

し
た
。

高
取
チ
ェ
ン
ソ
ー
C
L
U
B
は
、
現

在
森
林
の
中
に
う
ず
も
れ
て
い
る
需
要

の
な
い
木
材
を
利
用
し
て
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
ア
ー
ト
や
ベ
ン
チ
つ
く
り
な
ど
、
自

ら
の
手
で
木
材
に
息
吹
を
吹
き
込
む
こ

と
に
よ
り
、
環
境
や
森
林
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化
や
生
き
が

い
を
目
的
と
し
て
、
平
成
１４
年
12
月
に

誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
数
は
41
人

で
、
月
2
回

の
練
習
会
を

は
じ
め
、
各

種
大
会
へ
の

出
場
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
力
、
11

月
に
行
わ
れ

る
「
森
の
感

謝
祭
」
を
通

じ
、
緑
の
募

金
、
公
共
施

設
へ
の
ベ
ン

チ
の
寄
付
な

ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。

5
月
29
日
、
今
年
も
多
賀
町
ご
み
ゼ

ロ
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
5
月
の
末
に
し
て
は
暑
い
く
ら
い

の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
と
な

っ
た
芹
川
両
岸
の
清
掃
に
は
1
9
7
人

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
道
路
や
川
沿
い

の
草
む
ら
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
川
原
、
土
田
、
大
岡
、
一

ノ
瀬
の
各
字
に
お
い
て
も
清
掃
活
動
が

実
施
さ
れ
、
こ
の
日
、
多
賀
町
全
体
で

4
9
8
人
も
の
方
々
が
清
掃
活
動
に
汗

を
流
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
回
収
量
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。・

空
き
缶
…
…
55
㎏

・
空
き
瓶
…
…
35
㎏

・
可
燃
ご
み
…
5
5
0
㎏

・
不
燃
ご
み
…
5
5
0
㎏

・
粗
大
ご
み
…
1
6
5
㎏

合
計
…
…
…
1，

3
5
5
㎏

粗
大
ご
み
は
昨
年
よ
り
も
減
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
ご
み
は
増
え
て

い
ま
し
た
。

ご
み
が
出
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
私
た
ち
が
生
活

し
て
い
く
中
で
ど
う
し
て
も
ご
み
は
生

じ
ま
す
。
生
じ
た
ご
み
を
適
切
に
処
理

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
み
ゼ
ロ
作

戦
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ふ

だ
ん
か
ら
環
境
美
化
に
努
め
、
美
し
い

多
賀
町
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

清掃活動高取チェンソー
CLUB

さわやか
ウォーキング

多賀ささゆり
保育園
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敏
満
寺
石い

し

仏
ぼ
と
け

谷だ

に

墓は

か

跡あ

と

が

国
史
跡
指
定
に
な
り
ま
す
！

3
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
と
お
り
、
5
月
下
旬
に
敏
満
寺
遺
跡

の
中
に
あ
る
石
仏
谷
墓
跡
が
国
史
跡
指

定
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
本
史
上
、
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

滋
賀
県
で
は
40
件
目
の
国
史
跡
で
す
。

こ
の
件
数
は
滋
賀
県
が
日
本
史
の
中
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

敏
満
寺
石
仏
谷
墓
跡
は
、
中
世
墓
地

で
、
葬
ら
れ
た
人
物
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
墓
と
し
て
史
跡
指
定
さ
れ

る
の
は
全
国
で
は
じ
め
て
で
す
。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
も
、
注
目
を
集
め
て
い

る
史
跡
指
定
で
す
。

指
定
遺
跡
名
称

敏び
ん

満ま
ん

寺じ

石い
し

仏ぼ
と
け

谷だ
に

墓は
か

跡あ
と

所
　
在
　
地

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町

大
字
敏
満
寺
字
青
龍
山

51
番
地
、
52
番
地

面
　
　
　
積

1
0，

4
7
6
㎡

指
定
の
説
明
等
に
つ
い
て

敏
満
寺
遺
跡
は
、
鈴
鹿
山
地

に
接
す
る
青
龍
山
と
そ
の
山
腹

に
舌
上
に
の
び
る
丘
陵
地
域
を

含
む
遺
跡
で
、
北
に
芹
川
、
南

に
犬
上
川
が
流
れ
ま
す
。
石
仏

谷
墓
跡
は
青
龍
山
山
腹
南
西
斜

面
に
位
置
し
ま
す
。
敏
満
寺
と

い
う
寺
院
は
現
在
、
存
在
し
ま

せ
ん
。遺
跡
の
西
側
平
野
部
は
、

正
倉
院
に
現
存
す
る
「
近お

う

江み
の

国く
に

水み

沼ぬ
ま

村む
ら

墾こ
ん

田で
ん

絵
図

え

ず

」
の
地
域
と

さ
れ
、
奈
良
時
代
か
ら
東
大
寺

と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

確
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
東
大
寺
再

興
の
責
任
者
で
あ
っ
た
重
源

ち
ょ
う
げ
ん

（
鎌
倉
時

代
の
僧
侶
で
、
東
大
寺
で
は
現
在
で
も

と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
人
物
で

す
。）
よ
り
金
銅
製
五
輪
塔
と
寄
進
状

（
胡
宮
神
社
所
蔵
）
を
敏
満
寺
が
受
け

て
い
る
な
ど
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
な
り
大
き
な
勢
力
に
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
ま
す
。
そ
の
た
め
、
戦
国

時
代
に
は
佐
々
木
・
浅
井
・
織
田
氏
の

勢
力
と
対
立
し
、
攻
防
に
破
れ
、
し
だ

い
に
そ
の
勢
力
は
衰
退
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
仏
谷
墓
跡
は
中
世
墓
地
群
で
、
敏

満
寺
の
主
要
伽が

藍ら
ん

が
存

在
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
現
在
の
胡
宮
神
社

境
内
に
隣
接
す
る
南
谷

を
介
し
、
西
南
部
に
接

す
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。

山
の
斜
面
を
雛ひ

な

壇
上

だ
ん
じ
ょ
う

に

削
平
し
、
平
坦
面
を
設

け
、
そ
こ
に
墓
地
を
構

成
し
て
い
ま
す
。
約
7
、

0
0
0
㎡
の
範
囲
に
石

造
物
が
ひ
ろ
が
り
、
斜

面
は
西
に
向
い
て
い
ま

す
。
西
方
浄
土
の
思
想

を
含
む
中
世
の
墓
地
景

観
を
と
て
も
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
敏
満
寺
と
い
う
お
寺

の
存
在
と
そ
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
中
世

の
墓
地
が
と
て
も
い
い
状
態
で
現
存
し

て
い
る
こ
と
が
、
日
本
の
中
で
も
重
要

な
遺
跡
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
今
回
の

指
定
と
な
り
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
石
仏
谷
墓
跡
発
掘
調
査

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
2
0
0
5

―
新
発
見
考
古
速
報
展
―
」
で

敏
満
寺
石
仏
谷
墓
跡
が
紹
介

さ
れ
ま
す
！

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
（
東
京
・

両
国
）（
7
月
12
日
（火）
か
ら
8
月
21
日

（日）
）
を
は
じ
め
、
そ
の
後
、
日
本
全
国

を
来
年
の
2
月
ま
で
巡
回
す
る
展
覧
会

で
す
。

文化財
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企
画
展

多
賀
の
水
辺
の
生
き
物
た
ち

田
ん
ぼ
の
カ
エ
ル
か
ら
山
奥
の
川
に

す
む
イ
ワ
ナ
ま
で
、
多
賀
町
の
水
辺
の

生
き
物
が
大
集
合
し
ま
す
!!
多
賀
の
自

然
と
文
化
の
館
が
水
族
館
に
大
変
身
!!

会
期
■
7
月
16
日
（土）
〜
8
月
28
日
（日）

会
場
■
多
賀
町
立
博
物
館
・
多
賀
の
自

然
と
文
化
の
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そ
の
他
■
無
料

観
察
会

多
賀
の
植
物（
花
）観
察
会

花
の
名
前
を
知
り
た
い
な
、
ど
こ
に

い
っ
た
ら
花
が
見
ら
れ
る
の
？

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
ら
一
緒
に

花
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
近
く
で
咲

い
て
い
る
花
を
、
自
然
い
っ
ぱ
い
の
多

賀
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
！

日
時
■
7
月
21
日
（土）

10
時
〜
12
時

集
合
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
駐
車

場
（
9
時
30
分
）

川
の
生
き
物
を
調
べ
て
み
よ
う

犬
上
川
に
生
息
し
て
い
る
魚
や
水
生

昆
虫
な
ど
川
の
生
き
物
を
観
察
し
ま

す
。
魚
た
ち
の
生
態
や
調
査
方
法
も
勉

強
し
ま
し
ょ
う
。
※
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

博
物
館
共
催
事
業
で
す
。

日
時
■
7
月
30
日
（土）
9
時
〜
12
時
30
分

集
合
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
駐
車

場
（
8
時
45
分
）

講
師
■
金
尾
滋
史
（
当
館
学
芸
員
）

対
象
■
小
学
生
以
上
（
3
年
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

定
員
■
20
人

持
ち
物
■
川
に
入
れ
る
服
装
、長
靴
、網
、

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど

そ
の
他
■
傷
害
保
険
料
と
し
て
1
0
0

円
が
必
要
で
す
。

講
演
会

湖
国
び
わ
湖
の
魚
た
ち

滋
賀
県
の
お
魚
博
士
、
前
畑
さ
ん
に

滋
賀
県
の
魚
た
ち
の
世
界
を
お
話
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
魚
の
研
究
者
に
な

る
ま
で
の
道
の
り
や
研
究
の
こ
ぼ
れ
話

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
聞
け
ま
す
よ
。

日
時
■
7
月
30
日
（土）
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
■
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
（
多
賀

の
自
然
と
文
化
の
館
）
大
会
議
室

講
師
■
前
畑
政
善
さ
ん
（
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
総
括
学
芸
員
）

参
加
費
■
無
料

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夏
休
み
に
各
学
芸
員
の
専
門
分
野
に

沿
っ
た
子
ど
も
向
け
の
連
続
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

対
象
■
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生

申
し
込
み
開
始
日
■
7
月
1
日

コ
ー
ス
に
よ
り
傷
害
保
険
料
を
徴
収

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
コ
ー
ス
に

は
定
員
が
あ
り
、
申
し
込
み
人
数
が
多

い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
少

人
数
の
場
合
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
質
・
化
石
コ
ー
ス
　
（
7
名
）

地
層
と
化
石
が
語
り
か
け
て
く
る
謎
を

解
き
明
か
し
て
、
太
古
の
自
然
環
境
を

探
っ
て
み
よ
う
!!

日
程
■
7
月
27
日
、
8
月
3
日
、
8
月

10
日
　
9
時
30
分
〜
16
時

指
導
■
阿
部
勇
治
（
当
館
学
芸
員
）

歴
史
コ
ー
ス
　
（
10
名
）

日
程
■
7
月
28
日
、
8
月
4
日
、
8
月

11
日
　
9
時
30
分
〜
12
時

※
「
歴
史
の
は
な
し
」、「
発
掘
物
語
」、

「
遺
跡
を
見
に
行
こ
う
」
そ
れ
ぞ
れ

単
独
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

指
導
■
音
田
直
記
（
当
館
学
芸
員
）

水
生
生
物
コ
ー
ス
　
（
7
名
）

魚
や
水
辺
の
生
き
物
の
調
査
か
ら
、
水

槽
を
用
い
た
展
示
ま
で
、
水
辺
の
生
き

物
の
こ
と
を
研
究
し
て
み
よ
う
!!

日
程
■
7
月
29
日
、
8
月
5
日
、
8
月

12
日
　
10
時
〜
15
時

指
導
■
金
尾
滋
史
（
当
館
学
芸
員
）

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
博
物
館
・
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

㈲
2-

2
0
7
7

（電）
4
8-

2
0
7
7
（Ｆ）
4
8-

8
0
5
5

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
7
月
2
日
（土）
、
同
9
日
（土）
、
同

16
日
（土）
、
同
30
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
絵
本
コ
ー
ナ
ー（
入
場
料
無
料
）

映
画
会

日
時
■
7
月
23
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所
■
2
階
・
大
会
議
室

内
容
■
『
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
モ
』
カ

ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
の
マ
ー
リ
ン
は
、
人

間
に
さ
ら
わ
れ
た
息
子
・
ニ
モ
を
さ

が
し
に
、
果
て
し
な
い
海
の
旅
へ
―
。

『
ト
イ
･
ス
ト
ー
リ
ー
』『
モ
ン
ス
タ

ー
ズ
･
イ
ン
ク
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
贈

る
、
美
し
い
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
リ

ー
フ
の
海
を
舞
台
に
し
た
感
動
の

冒
険
ス
ト
ー
リ
ー
。（
入
場
料
無
料
）

「
万
葉
の
心
教
室
」
開
催
報
告

6
月
25
日
、
今
年
度
第
1
回
の
「
万
葉
の
心
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
中
央
公
民
館
で
こ
の
教
室
が

始
ま
っ
て
か
ら
、
今
回
で
１７
年
目
と
な
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
多
賀
町
生
涯
学
習
推
進
へ
の
協
力
に
対
し
、

松
宮
教
育
長
か
ら
講
師
・
礒
崎

啓
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

7
月
の
休
館
日
■
4
、
5
、
11
、
12
、
19
、
25
、
26
、
28
日

＊
18
日
の
月
曜
日
は
祝
日
の
た
め
開
館

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館
（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

㈲
2-

1
1
4
2

（電）
4
8-

1
1
4
2

メ
ー
ル
　to

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

博物館・図書館

おもしろ考古学クイズ

答えがわかったら、FAXで
回答を送ってください。
正解者には、抽選でオリジナ
ルグッズを差し上げます。

問題

『おなじみの縄文時代は、土器の

形の特徴から縄文式土器の使われ

ていた時代ということで呼ばれてい

ます。縄文時代の次の弥生時代も、

弥生式土器の使われていた時代と

いうことで、そう呼ばれています。

では、この「弥生」という名称が土器

につけられたのはなぜでしょうか？』

次の3つの中から選んでくださ

い。

①発見されたときが3月だったの

で、3月の昔のよびかたであった

「弥生
やよい

」を使った。

②初めて土器を発掘した人が「弥

生」という名前であったから。

③土器が発見された場所の地名が

「弥生」という地名であったから。
先月の答え…『日本で発掘調査をした最初
の人物はだれでしょうか？ 次の5人の中
から選んでください。』は、③の徳川光圀（水
戸黄門）でした。

あて先（ＦＡＸのみ受付）
「おもしろ考古学係」あて
解答と住所・名前をお書きく
ださい。

有線FAX 2‐0348
F A X 48‐8055

訂正とお詫び
6月号で問題の中に赤穂浪士の「大石内蔵助」を
間違えて「蔵之助」と表記しました。お詫びいた
します。
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滋
賀
県
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動

―
7
月
は
強
調
月
間
で
す
―

国
内
の
献
血
血
液
に
よ
る
「
国
内
自

給
の
確
保
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
安

全
な
血
液
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ま
の
善
意
に
よ
る
献
血
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
命
を
助
け
る
た

め
、
輸
血
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
の

た
め
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2-

2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
草
津
市
笠
山
7
丁
目
1-

45

（電）
0
7
7-

5
6
4-

6
3
1
1

献
血
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内
（
滋
賀
県
）

今
月
の
献
血
情
報

http://w
w
w
.pref.shiga.jp/e/im

uyakum
u/

kenketsu.htm
l

楽
し
く
学
べ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
大
募
集
！

受
講
資
格
■
県
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
高
校
生
も
可
）

場
所
■
滋
賀
県
立
甲
良
養
護
学
校

定
員
■
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料
■
2，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
7
月
20
日
（水）

申
し
込
み
方
法
■
は
が
き
ま
た
は
F
A
X

で「
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
」
を
明

記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

滋
賀
県
立
甲
良
養
護
学
校

開
放
講
座
運
営
委
員
会

〒
5
2
2-

0
2
5
2

犬
上
郡
甲
良
町
金
屋
1
7
9
8

（電）
3
8
‐
4
8
8
0

（Ｆ）
3
8
‐
4
8
8
5

再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
技
能
講
習
会

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
未
経
験

者
（
年
齢
は
講
習
開
講
日
基
準
）

日
時
■
8
月
17
日
（水）
〜
24
日
（水）
の
間
の

6
日
間
（
土
・
日
を
除
く
）
9
時

〜
12
時
30
分

場
所
■
彦
根
女
子
高
等
学
校
（
彦
根
市

芹
川
町
3
2
8
）

定
員
■
40
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
、
講
習
名

（
パ
ソ
コ
ン
）、
住
所
、
名
前
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
8
月
1
日
（月）
（
必
着
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0-

0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
0
7
7-

5
2
5-

4
1
2
8

企
業
合
同
説
明
会
（
就
職
面
接
会
）

日
時
■
7
月
22
日
（金）
13
時
30
分
〜
16
時

（
受
付
13
時
〜
15
時
30
分
）

場
所
■
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

2
階
　
瑞
祥
の
間
（
J
R
草
津
駅

西
口
下
車
徒
歩
3
分
）

対
象
■
求
職
活
動
中
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
可
（
た
だ
し
、
平
成
18
年

3
月
学
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
外
）

参
加
企
業
数
■
約
40
社

※
予
約
不
要
・
入
退
出
は
自
由
で
す
。

主
催
■
（社）
滋
賀
県
雇
用
対
策
協
会
ジ
ョ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
草
津
（
創
業
支

援
室
・
滋
賀
地
域
求
職
活
動
援
助

事
業
推
進
室
）

共
催
■
滋
賀
県
、
滋
賀
労
働
局
、
県
内

各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
（財）
21
世
紀
職

業
財
団
滋
賀
事
務
所

同
日
開
催
■
就
職
支
援
講
習
会
11
時
〜

12
時
30
分（
面
接
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
）

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
13
時

30
分
〜
16
時（
就
職
に
関
す
る
個
別

相
談
）

※
講
習
会
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約
優
先
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
草
津

（電）
0
7
7-

5
6
6-

7
4
2
0

（Ｆ）
0
7
7-

5
6
6-

7
5
9
0

メ
ー
ル
　job932@

shiga-koyou-kusaysu.jp

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生
募
集

対
象
者
■
求
職
活
動
中
の
方

日
程
■
7
月
26
日
（火）
〜
29
日
（金）

時
間
■
9
時
〜
16
時
（
授
業
6
時
間
）

初
日
7
月
26
日
の
み
10
時
〜
17
時

場
所
■
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
1
3
7
）

内
容
■
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
中
級
程
度

の
習
得
を
め
ざ
す
）
①
業
務
に
即

し
た
関
数
を
用
い
た
表
計
算
と
グ

ラ
フ
作
成
な
ど
②
就
職
対
応
講
座

受
講
資
格
■
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
本

操
作
の
で
き
る
方

受
講
料
■
無
料

定
員
■
20
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

※
受
講
の
可
否
は
7
月
25
日
（月）
ま

で
に
は
が
き
に
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
限
■
7
月
21
日
（木）

15
時

（
必
着
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（社）
滋
賀
県
雇
用
対
策
協
会

（電）
0
7
7-

5
6
6-

7
4
2
0

（Ｆ）
0
7
7-

5
6
6-

7
5
9
0

おしらせ
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犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り

模
擬
店
・
盆
踊
り
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・

花
火
・
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
…
今
年

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
苑
く
だ
さ
い
。

日
時
■
7
月
23
日
（土）

18
時
〜

場
所
■
犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
広
場

※
多
賀
酒
造
駐
車
場
か
ら
会
場
を
結

ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
7
回
大
滝
S
K
O
夏
祭
り

日
時
■
7
月
２３
日
（土）

16
時
〜

場
所
■
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
容
■
﹇
ス
テ
ー
ジ
﹈
ラ
イ
ブ
、
サ
ー

ク
ル
発
表
、
カ
ラ
オ
ケ

﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈
も
の
づ
く
り
、
チ

ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

﹇
屋
台
村
﹈
お
で
ん
、
や
き
そ
ば
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ビ
ー
ル
、
他

﹇
そ
の
他
﹈
お
楽
し
み
抽
選
会

問
い
合
わ
せ
先

S
K
O
事
務
局
（
小
林
　
正
治
）

㈲
5-

5
9
2
6

（電）
4
9-

0
7
2
5

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

第
28
期
学
生
募
集

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
と
は

滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
高
齢

者
が
新
し
い
知
識
と
教
養
を
身
に
つ

け
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ

ィ
ア
大
学
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
昭
和

53
年
7
月
の
開
設
以
来
25
期
3，

5
0

0
人
の
方
が
卒
業
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

地
域
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
第
28
期
生
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

学
科
■
園
芸
、
生
活
科
学
、
文
芸
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

陶
芸
（
草
津
校
の
み
）

修
業
期
間
■
平
成
17
年
10
月
〜
平
成
19

年
9
月
（
2
カ
年
間
）

授
業
料
■
年
額
1
6，

0
0
0
円
（
た

だ
し
、
教
材
費
、
傷
害
保
険
料
、

見
学
・
研
修
の
経
費
お
よ
び
自
主

活
動
等
に
要
す
る
経
費
等
は
別
途

必
要
で
す
。）

入
学
資
格
■
県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上

の
方
で
、
大
学
設
置
の
趣
旨
を
理

解
し
、
学
習
意
欲
に
富
み
、
通
学

お
よ
び
各
種
講
義
に
出
席
し
う
る

健
康
を
有
す
る
方
。

出
願
手
続
■
募
集
要
項
お
よ
び
入
学
願

書
等
の
必
要
な
書
類
は
、
役
場
福

祉
保
健
課
（
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
）、

多
賀
町
中
央
公
民
館
、
多
賀
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
多
賀
町
社
会

福
祉
協
議
会
内
）
で
配
付
し
て
い

ま
す
。

願
書
受
付
■
7
月
20
日
（水）
ま
で
に
、
役

場
福
祉
保
健
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2-

2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

多
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

㈲
2-

2
0
3
9

（電）
4
8-

8
1
2
7

第
55
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

―
7
月
は
強
調
月
間
で
す
―

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
点
目
標
と
し
て
、「
地
域
活
動
の

推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生

の
援
助
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
期

間
中
に
犯
罪
や
非
行
問
題
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
み
ん
な
で
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

おしらせ

木造住宅 耐震診断が受けられます！
地震の危険性を踏まえて、無料の耐震診断を行います。役場窓口に申請された方のご自宅等に滋賀県に登録
された耐震診断員を派遣します。専門員による無料の耐震診断を受けてみませんか。（主に目視による診断と
なります。）

対象物件
昭和56年5月以前に着工された木造住宅（その他一定の基準

があります。詳しくは窓口で）
診断実施戸数
15戸
申し込み方法
7月29日（金）までに役場（企画課）までお越しください。申し

込み多数の場合は、審査により決定させていただきます。
問い合わせ先
役場企画課 ㈲2-2018 （電）48-8122 メールkikaku@tagatown.jp

無料
多賀町職員（保育士）採用初級試験のお知らせ

試 験 区 分■保育士
予 定 人 員■1人
受 験 資 格■昭和55年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれ

た者で、保育士資格・幼稚園教諭免許の両方を有する
者または平成18年3月31日までに資格取得見込みの者

第１次試験■9月18日（日）
受 付 期 間■7月25日（月）から8月12日（金）までの執務時間中（8時

30分～17時15分）郵送の場合は締切日までの消印の
あるもの

採用予定日■平成18年4月
お問い合わせ・お申し込み
役場総務課 ㈲2-2001 （電）48-8120 メール　somu@tagatown.jp

多賀町農業委員会委員の一般選挙
任期満了による多賀町農業委員会委員

の一般選挙が、次のとおり行われます。
告示日■7月5日（火）
投票日■7月10日（日）

立候補届出日■7月5日（火）
選挙すべき委員定数■10人

問い合わせ先
多賀町選挙管理委員会事務局
（電）48-8120 ㈲2-2001



行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

す く す く 相 談 8月 2日（火）
子どもの健康、子育て等についてご相談を受け付け
ています。

す こ や か 相 談 8月 9日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

い き い き 相 談 8月23日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われる方ならどなたでもご相談ください。

介 　 護 　 相 　 談 随　　　　　　時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
4 カ月児健診 8月 1日（月） 13:00～13:15 H17年3月生まれの乳児

1 0 カ 月 児 健 診 8月 1日（月） 13:15～13:30 H16年9月生まれの乳児
整 形 外 科 健 診 8月24日（水） 13:40～14:00 H17年5月・6月生まれの乳児
2歳6カ月児歯科健診 8月 2日（火） 13:00～13:15 H15年1月・2月生まれの幼児
3歳 6カ月児健診 8月10日（水） 13:00～13:15 H14年1月・2月生まれの幼児

三 種 混 合
8月 8日（月）

13:30～14:30

（Ⅰ期初回）予防接種
※生後3カ月～7歳5カ月までの乳幼児で3～8週間の間
隔で3回未接種の乳幼児
（Ⅰ期追加）Ⅰ期初回3回目接種後、1年以上たった幼児

B C G 8月 9日（火） 生後3カ月から6カ月の児でBCGが未接種の乳児
☆乳幼児健診および予防接種には、必ず母子手帳・予診表をご持参ください。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診（尿検査があります）を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってき
てください。
☆10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2-2021 （電）48-8115 メール　hoken@tagatown.jp

生まれました！
☆植

うえ

野
の

陽
は る

菜
な

（和宏・美智子）

☆齋
さい

藤
と う

皓
こ う

亮
す け

（喜彦・裕子）

☆安
あん

藤
ど う

新
わ か

葉
ば

（良範・知加）

おくやみ申し上げます
◆夏原　きり　　93歳
◆上坊　秋男　　71歳
◆野口　 き　　90歳
◆土田　善丈　　87歳

◆尾木　由美子　49歳
◆加藤　多喜男　78歳
◆山本　利子　　50歳
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
よ
う
に
5
月
30
日
付
け
で
、
厚
生

労
働
省
か
ら
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る
よ
う
に

と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
多
賀
町
で
も
今
年
度
、

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
実
施

を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
脳
炎
と
は
…

主
に
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
お
こ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広

く
分
布
し
て
い
ま
す
。

感
染
経
路
は
人
か
ら
人
は
な
く
、
感

染
し
た
ブ
タ
の
体
内
の
ウ
イ
ル
ス
を
蚊

が
吸
血
し
、
そ
の
蚊
が
人
を
刺
し
た
時

に
感
染
し
ま
す
。
症
状
は
、
高
熱
、
頭

痛
、
神
経
障
害
等
が
あ
り
ま
す
。

患
者
発
生
数

1
9
5
0
年
代
に
は
年
間
数
千
人
の

発
生
で
し
た
が
、
年
々
減
少
し
、
平
成

11
年
か
ら
現
在
ま
で
の
発
生
は
、
全
国

で
年
間
1
人
か
ら
8
人
ま
で
の
発
生
と

な
っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
で
は
、
こ
こ

10
年
間
患
者
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
が
差
し
控
え

に
な
っ
た
理
由

平
成
3
年
度
以
降
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
後
、
脳
脊せ

き

髄
炎
に
な
っ
た
事
例

が
十
数
件
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
重
症
の
脳
脊せ

き

髄

炎
の
発
生
に
強
い
因
果
関
係
が
あ
る
と

の
判
断
が
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
重
症
の
脳
脊せ

き

髄
炎
の
発
症
の
恐
れ

が
あ
る
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
は
差

し
控
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
で
は
、
脳
脊
髄
炎
発

症
等
の
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
抑
え
た

新
し
い
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
中
で
す
。

来
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚

生
労
働
省
の
勧
告
通
知
等
に
沿
っ
て

い
く
方
向
で
す
。

多
賀
町
で
は
、
毎
年
、
蚊
の
発
生
す

る
以
前
の
5
〜
6
月
に
幼
児
、
小
学
4

年
生
、
中
学
3
年
生
に
予
防
接
種
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
上
記
の

理
由
に
よ
り
実
施
を
見
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
郷

㈲
2-

2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

おしらせ

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあ
いの郷」では、毎月トレーニング室で『体力測定』
を開催しています。
体力測定のメニュー
握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前屈

（柔軟性）等を実施します。
中高年の方にもご利用いただける運動機器も
ありますので、ぜひ健康づくりにお役立てくだ
さい。
※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、

初回に利用講習会を受講していただく必要があります。

8月の利用講習会日程
8月の利用講習会日程
8月12日（金）

13:30～14:30 体力測定
15:00～16:00 利用講習会
8月27日（土）

13:30～14:30 体力測定
15:00～16:00 利用講習会
17:30～18:30 体力測定
19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、
第2・第4月曜日（第2・4月曜日が祝日の場
合、翌日が休みとなりますのでご注意くださ
い）、祝日

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオル
をご用意ください。

お問い合わせ
役場福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

（敬称略）

子育て支援センター ひろばの案内

広　　場 曜日・日時 時　　間 内　　　　　　　　容

にっこり広場
月曜日～金曜日

9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士が

（水曜日以外） あそんだり、語らったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00

※プール開放は
プ ー ル 開 放 11:00～11:45

梅雨明けから 土　　曜　　日 9:00～16:00

プ ー ル 開 放 10:30～11:45

赤ちゃんペンギン 第 １ 水 曜 日
広場（0歳児） 7月6日・8月3日
ペンギン広場 第 2・ 3水曜日 歌を歌ったり、手遊び、ふれあい遊びをして親子で遊びま
（1歳児） 7月13日・7月20日

10:00～12:00
す。また、センターの職員と子育てについての話もしてい

カンガルー広場 第 4 水 曜 日 ます。月ごとの予定は「にっこりメール」でお知らせしま　
（2歳児） 7月27日 す。（各公共施設に掲示しています。）
キリン広場 第4水曜日
（3歳児） 7月27日
ファミリー

支援センター職員が出かけて行って一緒に遊びます。
センター出前広場
☆子育て相談は、随時行っていますので、気楽に来所していただくか、お電話ください。
☆支援センター利用のお願い 多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、開けてお
入りください。車を止められたら、門扉を閉めておいてください。来館者名簿が保育園の玄関とにっこり広場
の部屋の前にありますので記入をしてから遊んでください。（必ず玄関からお入りください。避難用外階段は、
通常不審者対策のために閉めていますので、上がらないでください）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

乳
児
健
診

予
防
接
種

健
　
　
診
　
　
等

相
　
　
談
　
　
等

保健業務（8月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

＊「予防接種手帳」を
必ずお読みになって
からおいでください。

多賀ささゆり保育園の運動場とプールの開放をしますので
自由に遊んでください。（砂場の玩

がん

具
ぐ

・プールあそびの玩
がん

具
ぐ

は各自で名前を書いて持参してください。）


